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2月9日（日）13:30～17:30　里庄町フロイデ

１３：３０～１３：３５　　　開校あいさつ 
１３：３５～１３：４５　　　尾野塾頭イントロダクション
１３：４５～１５：３０　　　講演：パン屋タルマーリー
　　　　　　　　　　　　　　　オーナーシェフ　渡邉格氏
１５：３５～１５：５５　　　地元ゲストによる取り組み紹介
　　　　　　　　　　　　　　里庄町マコモ同好会
　　　　　　　　　　　　　　会長　　　金田常治氏
　　　　　　　　　　　　　　副会長　 田辺忠宏氏
１６：００～１７：２０　　　グループワーク 
１７：２０～１７：３０　　　本日の振り返り
　　　　　　　　　　　　　　　　（尾野塾長・赤澤副塾長）
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いかさ田舎カレッジオプショナルプログラム
■塾生のマイプランの実践現場訪問　10:00～12:30
塾生の多賀さん、加賀田さん、妹尾さん3名のマイプラ
ンに基づく、実施予定場所にお邪魔し、現地でその想い
を語っていただく体験ツアーを行いました。2箇所の居場
所作り現場見学、ゆる体操の体験などを行いました。

■　いかさ田舎カレッジ交流会　１８：００～２１：００

第4回地域プロデューサー養成講座

　全６回で開催している地域プロデューサー養成講座の４
回目は里庄町総合文化ホールフロイデ中ホールで実施。メ
インゲストに菌にこだわるパン屋タルマーリーオーナーシェ
フであり、「腐る経済」の著者でも話題の渡邉格氏をお招き
し、本人の生い立ちと環境を守る仕事、働き方などの持論
を展開していただき、田舎での起業について大いに参考に
なりました。そして、地元里庄町のマコモダケの特産化の取
り組みもお聞きしました。グループワークでは今回の宿題で
　

第４回目の実施プログラム

もある「社会実験」を織り交ぜながら
塾生それぞれがマイプランの更なる
ブラシュアップを行い発表しました。
今回は一般聴講生合わせて50名を
超える参加者で「新しいワークスタイ
ル・ライフスタイル」を求める動きとそ
の重要性が認識されつつあるという
実感を持つことができました。
　今回は話題の方をメインゲストに
迎えることにより、こだわりと独自
性、ストーリー性を強く感じることが
出来ました。そして、ゲストを通じて
の新しい人脈の広がりにより今後の
塾生の最終プレゼンに向けての大き
な力となったと確信しています。

タルマーリーオーナー渡邉格氏講演

里庄町マコモ同好会のみなさんの活動報告

大勢の方々が集い、議論しあう場。そして課題に立ち向かう「人」こそ財産。大いに広げていきます。
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　第５回の会場は井原市芳井町の秘境にある「高原荘」をお
借りして勉強会を開催します。
　メイン講演は赤澤雅弘氏（産業観光コーディネーター）・ゲ
ストスピーカーは地元芳井町の縁プロジェクトの本井誠治
氏・多賀章治氏にお願いしています。
　メインスピーカーの赤澤雅弘氏は、港町「玉島の街並みと
そこに根付いている老舗の企業に注目し、産業観光という視
点で地域の活性化を進めている「産業観光コーディネー
ター」です。現在開催中の倉敷の産業観光ツアーも募集開
始と共に数時間で殆んどキャンセル待ちという人気振りで
す。その人気のツアーの秘密と苦労話をお聞きします。

オプショナルイベント①　
10：00～芳井「縁プロジェクト」街歩き
・与井佐原商店街まち歩き
・菓子工房「よいち」・願いの鐘等の見学
11:40　昼食　自宅レストラン「パデッラ」　昼食代1000円

定例講座
12：50　井原市芳井支所集合し高原荘へ20分
13:30　尾野塾長イントロダクション
13：50　メイン講演
　　　　　赤澤雅弘氏（産業観光コーディネーター）
14:50　休憩
15:00　ゲストスピーカー
　　　　　芳井縁プロジェクト　本井誠治氏・多賀章治氏
15:45　グループワーク
　　　　　マイプラン発表
17:00　振り返り（尾野塾長・赤澤副塾長）
17:45　終了
（毎回塾終了後に交流会を開催し親睦を深めています。）

オプショナルイベント②　参加費2000円
18:00　交流会　　　　　　(食事・飲み代込み）
　　同じ、高原荘で開催します。
　　※宿泊希望の方は別途ご案内します。

聴講生：500円

1957年生まれ。1980年岡山大学卒業後児島のジー
ンズメーカーの広報として活躍。その間コピーライター
に憧れ、3年で退社し、独立してコピーライターを始め
る。仕事の傍ら、玉島のまちなみやまちづくりに興味を
持ち、独自に町並みとそこに宿る人の暮らし特に｢産
業」に注目し、玉島のものづくりを生かした「産業観光」
の基礎をつくり、玉島商工会議所と共に「玉島産業観
光ツアー」を行う。かたくなに本物を求めるその手法は
妥協をゆるさず、職人技といっても過言ではない。近
年倉敷の美観地区を中心とする観光事業と肩をなら
べる「玉島・水島・児島」を舞台とした「赤澤プロデュー
スの産業観光ツアー」が脚光を浴びている。

会場位置図

　2013年11月から行っている本講座も残すところ発
表会と合わせて2回となりました。今回塾生という形で
13名の方がマイプランを実現すべくブラシュアップを
すすめています。井笠広域観光協会の事業としてど
のように今後落とし込みをしていくのかが大きなポイ
ントとなります。卒塾生に望むことです。
　「ねらい」としては、
①各地域の方々とのつながりつくり
毎回加盟市町を回っての開催としており、地域で活
動していらっしゃる方との連携をとり、地域課題解決
と共に観光事業の展開をセットで考えます。
②広域観光協会の事務局組織の強化
今回の運営には笠岡市の担当を超えて、民間の
方々を中心に多くの方々の参画をいただいていま
す。卒塾生も事務局運営に関わりながら活動を継続
していただきます。
③会員企業の方々との交流をすすめます
今後は、会員企業の方々への企業訪問等を実施して
井笠の広域観光の現状把握、方向性を共に考えてい
くことが必要だと考えています。
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